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要　　　　　約

ゼロトレランス検証の有用性を確認するため，獣毛（5），糞便（8），消化管内容物（6），レールダスト（5），フット
カッター汚れ（5）が付着した黒毛和種牛枝肉を採材した．獣毛，糞便，消化管内容物間の一般細菌数と腸内細菌科菌
群数に有意差がなかった．獣毛 -糞便 -消化管内容物検体の一般細菌数はレールダスト -フットカッター汚れ検体のそ
れと比べ高値であった．消化管内容物は Firmicutes門，獣毛・レールダスト・フットカッター汚れは Proteobacteria

門の比率が高く，糞便は Firmicutes門と Proteobacteria門が高い比率の菌叢であった．付着異物ごとに菌叢の違いが
確認された．食肉衛生上，糞便及び消化管内容物だけでなく獣毛が付着したと体表面はトリミングすることが必要であ
ると思われた．─キーワード：牛枝肉表面，異物，細菌的汚染，ゼロトレランス検証．
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